
第１５回 トキ野生復帰検討会 
 

開催日時  平成３１年２月７日 （木） １５：００～１７：３０ 
開催場所  出雲市役所 ６階 委員会室  

 
＜議事次第＞ 

 
１． 開会 
２． あいさつ 
３． 議題 

（１）トキの飼育繁殖の状況等について 
（２）野生下のトキの状況について 
（３）2019 年の放鳥計画について 
（４）次期ロードマップの検討について 
（５）その他報告事項について 

４． 閉会 
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
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  資料５－１  トキ野生復帰ロードマップ 2020 の評価（平成30 年） 

  資料５－２  出雲市でのトキの一般公開について 

  資料５－３  佐渡市トキ野生復帰事業の状況について 

  資料５－４  いしかわ動物園「トキ里山館」の状況について 

  資料５－５  長岡市トキと自然の学習館観覧棟「トキみ～て」の状況について 

  資料５－６  野生トキ観察・展望施設について 

  参考資料 1  トキ野生復帰ロードマップ２０２０ 

  参考資料 2  個体群シミュレーションの試算結果 
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トキの飼育繁殖の状況等について 

 

１ 前回（平成 30 年 10 月 15 日）以降の主な経過 

 

２ 飼育・繁殖状況（平成 31 年 1 月 28 日現在）              単位：羽 

 

３ 野生復帰順化訓練の概要 

本年度は、延べ 2回 40 羽を訓練。チアミン欠乏症と見られる症状を呈した 2羽は

訓練を中止したものの、残る 38 羽（♂ 30、♀ 8）を放鳥し、いずれも即日飛翔 

  特に、第 19 回放鳥（放鳥式）は、10 年ぶりにハードリリース方式により実施し、

一斉に飛翔するなど、今後の円滑な実施に向け、更に技術・知見を蓄積 

区 分 成 鳥 若鳥（㉚生） 計
佐渡トキ保護センター 72 23 95
〃野生復帰ステーション 33 10 43
多摩動物公園 8 - 8
いしかわ動物園 8 2 10
出雲市トキ分散飼育センター 10 - 10
長岡市トキ分散飼育センター 11 - 11
佐渡市トキふれあい施設 2 - 2

計 144 35 179

年 月 日 主 な 内 容
＜平成30年＞
10月15日 第19回放鳥（放鳥式にて11羽がﾊｰﾄﾞﾘﾘｰｽ方式により飛翔）
10月16日 〃（順化ケージから残る8羽がｿﾌﾄﾘﾘｰｽ方式により飛翔）
10月17日 中国から新たに提供されたトキ2羽を受入（～10/30自主検疫）
10月24日 出雲市分散飼育センターで飼育中の5羽をセンターに移送

※上記のほか、延べ6回28羽を移送
 10/25　 6羽　　センター　　→　出雲市
      　 8羽　　多摩　　　　→　センター
 10/29　 6羽　　長岡市　　　→　センター
      　 1羽　　センター　　→　長岡市
 10/30　 6羽　　いしかわ　　→　センター
 12/10　 1羽　　佐渡市　　　→　センター

10月30日 中国から新たに提供された2羽をセンターに移送し、飼育を開始
11月11日 佐渡トキ保護センター及び〃野生復帰ステーション一般公開
11月15日 定期健康診断（～16日）
11月24日 センターで飼育中の1羽（NO.682）が死亡
12月 1日 「佐渡トキ保護センター及びトキふれあい施設における高病原性鳥

インフルエンザ対応マニュアル」を一部改定
12月 6日 定期健康診断（～7日）
12月15日 出雲市分散飼育センター一般公開に向けた試験公開（～12/28）

＜平成31年＞
 1月24日 環境省版レッドリスト見直し（野生絶滅→絶滅危惧ⅠA類）
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４ 新たに中国から提供された 2 羽の飼育状況 

(1)現状と今後の対応 

〇食欲旺盛。新たな環境にも慣れ、体重が増加するなど健康状態は良好 

  〇10 月 30 日からそれぞれのペアごとに同所で飼育を開始 

両ペアとも、擬交尾、枝渡し等親愛行動が散見され、次期のヒナ誕生に期待 

  〇平成 31 年繁殖計画に基づき、繁殖候補個体の育成を第一に繁殖に取組む 

＜概要＞                             単位：㌘ 

  ※ 青字：ホワヤン系統、赤字：イーシュイ系統 

＜主な経過＞ 

   10 月 17 日 野生復帰ステーションに到着、収容（経過観察、衛生検査等） 

  10 月 30 日 佐渡トキ保護センターに移送し、飼育開始 

 

(2)状況写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CB ペアの状況           楼楼近景 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

CC ペアの状況            関関近景 

ペア
個 体 番 号 等 到 着 時 直 近

楼楼（717/β/16） CB 386/AA/12（7歳 ♀ 前BQ） 1,440g 1,810g
関関（716/β/16） CC 607/Z/16（3歳 ♂ 前BQ） 1,200g 1,330g

中 国 提 供 個 体
体 重
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野生下のトキの状況等 

１．第 19 回放鳥トキの様子 

第 19回放鳥については、10 月 15 日に 11 羽（♂11羽）を両津運動広場から放鳥し、翌 16日に８羽（♂

８羽）を順化ケージから放鳥した。放鳥から 3ヶ月以上経過した現在、12羽が島内で確認されている（表

１）。順化ケージから放鳥した個体のほうが両津運動広場から放鳥した個体よりも確認できている割合が

高く、分散距離が長い傾向にあったが、統計学的には有意差は認められなかった（一般化線型モデル 確

認率 P=0.39,分散距離 P=0.41）。 

 

          表１ 第 19 回放鳥個体の状況（2018 年 1月 15 日時点） 

番

号 

放鳥 

場所 

孵化 

施設 
生年 

性

別 

系

統 

孵化・育雛 

形態 
最近の行動 

339 両津運動広場 長岡 2015 ♂ Y 人工・自然 新穂地区にて死体回収 

341 両津運動広場 多摩 2015 ♂ K 人工・自然 既存の群れに合流（新穂地区） 

342 両津運動広場 長岡 2016 ♂ AL 人工・自然 居場所不明 

344 両津運動広場 センター 2017 ♂ BD 人工・自然 既存の群れに合流（両津地区） 

345 両津運動広場 ST 2017 ♂ BD 自然・自然 既存の群れに合流（佐和田地区） 

347 両津運動広場 出雲 2017 ♂ AF 自然・自然 居場所不明 

350 両津運動広場 長岡 2017 ♂ AL 人工・自然 居場所不明 

351 両津運動広場 ST 2017 ♂ BO 自然・自然 既存の群れに合流（新穂地区） 

352 両津運動広場 いしかわ 2017 ♂ AW 人工・人工 既存の群れに合流（金井地区） 

353 両津運動広場 ST 2017 ♂ BO 自然・自然 居場所不明 

354 両津運動広場 ST 2017 ♂ BD 自然・自然 既存の群れに合流（両津地区） 

336 順化ケージ 長岡 2012 ♂ Y 人工・人工 既存の群れに合流（真野地区） 

337 順化ケージ 長岡 2012 ♂ Y 人工・人工 居場所不明 

338 順化ケージ 長岡 2014 ♂ Y 人工・人工 居場所不明 

340 順化ケージ 多摩 2015 ♂ K 人工・自然 既存の群れに合流（真野地区） 

343 順化ケージ 長岡 2016 ♂ BK 自然・人工 既存の群れに合流（両津地区） 

346 順化ケージ センター 2017 ♂ BE 人工・自然 既存の群れに合流（両津地区） 

348 順化ケージ センター 2017 ♂ AO 人工・自然 既存の群れに合流（両津地区） 

349 順化ケージ 多摩 2017 ♂ AD 人工・自然 既存の群れに合流（新穂地区） 

 

表２ 第 19 回放鳥個体の状況（2018 年 1 月 15 日時点） 

放鳥場所 放鳥個体数 確認個体数 確認率 
分散距離 

（平均±標準偏差） 

両津運動公園 11 6 55% 4.59±3.06km 

順化ケージ 8 6 75% 6.20±4.90km 

※確認個体は 2ヶ月以内に観察されている個体を示す 

※分散距離はそれぞれの放鳥地点から最終確認地までの距離を示す 
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２．野生下におけるトキの確認状況 

現在、野生下におけるトキの推定個体数は 353 羽である（1月 15日時点，表３）。その内訳は放鳥トキ

が 171 羽、野生下で誕生したトキが 182 羽となっている。なお、佐渡島内における定着個体数は 268 羽

である。放鳥個体の生存率を表４に、足環を装着した野生生まれ個体の生存率を表５に示す。 

 

表３ 野生下のトキの推定個体数（2019 年 1 月 15 日時点） 

 
放鳥トキ 

野生生まれ 

計 生年不明 2013 年 2014 年 2015 年 2016 年 2017 年 2018 年 

（足環なし） 生まれ 生まれ 生まれ 生まれ 生まれ 生まれ 

合計羽数 327 115 4 16 9 28 37 27 
 

生存扱い 171 84 4 10 6 20 31 27 353 

行方不明扱い 8 - - - - 2 3 - 13 

死亡扱い 123 - - 5 3 5 2 - 138 

死亡(死体確認) 21 4 - 1 - - 1 - 27 

保護・収容 4 - - - - 1 - - 5 

※「行方不明扱い」＝6ヶ月以上 1年未満未確認／「死亡扱い」＝1年以上未確認 

※生年不明（足環なし）の生存扱い個体数は推定値 

 

表４ 過去の放鳥結果（2019 年 1 月 15 日時点） 

放

鳥

回 

放鳥 

開始日 

所

要 

日

数 

放鳥数(羽) 
訓練期間

(月) 

生存率％ 
本州 

飛来(羽) オス メス 合計 3 ヶ月 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 

1 2008.9.25 1 5 5 10 7～14 80.0 70.0 50.0 40.0 40.0 40.0 4 

2 2009.9.29 5 8 11 19 0～8 73.7 63.2 52.6 31.6 31.6 31.6 3 

3 2010.11.1 6 8 5 13 3 55.6 44.4 33.3 33.3 33.3 33.3 2 

4 2011.3.10 4 10 8 18 3 66.7 66.7 61.1 55.6 55.6 50.0 0 

5 2011.9.27 2 11 7 18 3 88.9 77.8 77.8 77.8 72.2 72.2 0 

6 2012.6.8 3 10 3 13 3 92.3 61.5 61.5 38.5 30.8 30.8 0 

7 2012.9.28 4 3 14 17 3 52.9 41.2 23.5 17.6 11.8 11.8 0 

8 2013.6.7 4 13 4 17 3 100.0 94.1 52.9 35.3 35.3 35.3 0 

9 2013.9.27 3 3 14 17 3 76.5 52.9 35.3 35.3 35.3 35.3 1 

10 2014.6.6 1 11 6 17 3 100.0 64.7 64.7 52.9 52.9  1 

11 2014.9.26 3 4 14 18 3 88.9 61.1 44.4 38.9 33.3  0 

12 2015.6.5 1 15 4 19 3 100.0 89.5 78.9 78.9   0 

13 2015.9.25 1 2 17 19 3 78.9 57.9 57.9 57.9   1 

14 2016.6.10 4 16 2 18 3 100.0 88.9 83.3    1 

15 2016.9.23 2 5 14 19 3 78.9 73.7 68.4    3 

16 2017.6.2 3 8 10 18 3 66.7 50.0     0 

17 2017.9.22 1 14 5 19 3 68.4 57.9     0 

18 2018.6.8 1 11 8 19 3 94.7      1 

19 2018.10.15 2 19 0 19 4 (63.2)      0 

計   176 151 327  81.7 65.4 56.7 46.0 39.0 37.3 16 

※第 3回放鳥の生存率は放鳥時 0歳の個体 4羽を除いて計算 
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表５ 野生生まれ個体の生存率（2019 年 1月 15 日時点） 

野生生まれ 

標識個体 

巣立ち数(羽) 生存率％ 
本州飛来(羽) 

オス メス 合計 3 ヶ月後 1 年後 2 年後 3 年後 4 年後 

2013 年生まれ 1 3 4 100 100 100 100 100 0 

2014 年生まれ 10 6 16 81.3 68.8 62.5 62.5 62.5 1 

2015 年生まれ 5 4 9 77.8 77.8 66.7 66.7  0 

2016 年生まれ 15 13 28 100 71.4 71.4   2 

2017 年生まれ 15 22 37 94.6 91.9 
   

0 

2018 年生まれ 16 11 27 100 
    

0 

計 62 59 121 94.2 77.7 70.2 69 70 3 

※足環装着作業を実施したトキのみについての値を示す。 
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トキ保護センター

野生復帰ステーション

多摩動物公園

いしかわ動物園

出雲市トキ分散飼育センター

長岡市トキ分散飼育センター

佐渡市トキふれあいプラザ

野生生まれ（足環装着）

野生生まれ（足環なし個体）

 

図 1 野生下における生存個体の孵化施設内訳（2019 年 1 月 15 日時点） 
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（１）生息区域 

①佐渡島内における生息状況 

現在、佐渡島内で確認されている個体は 352 羽となっている。第 19回放鳥個体及び昨年生まれの幼

鳥が群れに合流するなどし、新穂・両津・金井地区で 160 羽が生息しているほか、真野・畑野・佐和

田・相川地区で 58羽、羽茂・赤泊地区で 33羽が生息している。このほかに足環のない個体が 84 羽程

度(95%信頼区間 66-105 羽)生息していると推定される（図２）。 

 

 

 

②本州における確認状況 

本州トキ飛来記録について図３及び別表１に示す。現在、本州では１羽（No.333,第 18 回放鳥♀）

が確認されている。No.333 は 2018 年 11 月 8日に新潟県長岡市に飛来した後、12 月 21 日まで同市内

で観察された。 

図３ 本州における飛来記録（2008～2018） 

図２ トキの確認状況（2008～2018） 

4 
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（２）性齢・系統構成 

①性齢構成 

足環のないトキを除き野生下で生存しているトキはオス 155 羽、メス 114 羽であり、オス：メス＝

58：42 となっている。そのうち野生生まれの生存個体（足環装着個体）はオス 54 羽、メス 48羽であ

る。このほかに足環のない個体が 84 羽程度生存していると推定されるため、野生下の正確な性比の把

握は困難となっている。（図４）。 
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図４ 現在確認できている個体の性齢構成（2019 年 1月 15 日時点） 

 

②系統構成 

野生下で生存するファウンダーの子孫数と遺伝子構成を図５および図６に示す。 

野生下で生存する足環の装着された個体全 269 羽がヨウヨウ、ヤンヤン、メイメイの子孫である。

一方、イーシュイの子孫は 37 羽、ホアヤンの子孫は 45 羽であり、生存個体の 1 割強である。野生下

に生存する放鳥トキにおけるイーシュイ・ホアヤンの血縁占有度はヨウヨウ 34％、ヤンヤン 34％、メ

イメイ 26％であり、イーシュイ 3％、ホアヤン 3％である。イーシュイとホアヤンの子孫を多く放鳥す

る方針であることから、子孫数は増加傾向にあるものの、依然として血縁占有度は低い状況にある。 
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。 

図５ 各ファウンダーの子孫数 

※わずかでもそのファウンダーの遺伝子を含

む個体を子孫とした 

※足環の装着された個体のみを示す 

図６ 血縁占有度 

※血統情報のみに基づいて算出した遺伝的寄与率

（ファウンダー由来の対立遺伝子の個体群内の割合

の期待値）を示す。 
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別表１ 本州トキ飛来記録一覧（2019 年 1月 15 日時点） 

個体
番号 

放鳥
回 

生存状況 本州初確認 本州最終確認 佐渡帰還 

03 1 死亡扱い 

2008/11/8 新潟県関川村 2010/3/10 富山県富山市 2010/3/17 

2010/3/22 新潟県糸魚川市 2010/3/22 新潟県糸魚川市 2010/3/28 

2010/4/11 新潟県糸魚川市 2010/4/16 新潟県糸魚川市 2010/4/21 

2010/4/28 新潟県糸魚川市 2010/5/21 新潟県胎内市 2010/5/26 

07 1 死亡扱い 2009/3/3 新潟県胎内市 2009/3/18 新潟県胎内市 － 

13 1 死亡扱い 
2009/3/10 新潟県村上市 2009/3/31 新潟県新潟市 2009/3/31 

2009/6/3 新潟県上越市 2010/3/21 新潟県長岡市 2010/3/22 

04 1 死亡扱い 2009/3/28 新潟県新潟市 2016/9/11 石川県輪島市 － 

05 2 死亡扱い 2009/11/28 新潟県長岡市 2009/12/17 新潟県長岡市 － 

30 2 死亡扱い 2010/1/18 新潟県五泉市 2010/1/31 新潟県五泉市 2010/2/2 

18 2 保護収容 2010/4/8 
新潟県柏崎市・

上越市 
2011/3/19 新潟県新潟市 2011/3/19 

55 3 死亡扱い 2010/11/20 新潟県新潟市 2010/12/18 長野県野沢温泉村 － 

56 3 死亡扱い 2011/1/19 秋田県仙北市 2011/1/27 秋田県仙北市 － 

94 9 死体確認 2014/1/7 新潟県新潟市 
2014/2/12  新潟県新潟市 

(2014/2/21 新潟県新潟市で死体確認) 
－ 

NR 野生 － 2014/2/27 新潟県新発田市 2014/3/1 新潟県新発田市 － 

180 10 死亡扱い 2014/7/12 新潟県村上市 2014/11/30 新潟県村上市 2015/3/26 

NR 野生 － 2015/4/13 石川県珠洲市 2015/4/14 石川県珠洲市 － 

226 13 死亡扱い 2015/12/19 新潟県新潟市 2016/1/19 新潟県新潟市 － 

A11 野生 生存 2016/3/16 新潟県長岡市 2016/3/24 新潟県長岡市 2016/3/26 

NR 野生 － 2016/4/6 新潟県長岡市 2016/4/6 新潟県長岡市 － 

269 15 死体確認 2016/10/10 
新潟県弥彦村・

燕市 

2016/11/2   新潟県弥彦村 

(2016/11/24 新潟県三条市で死体確認) 
－ 

276 15 佐渡島内生存 
2016/10/13 新潟県長岡市 2017/4/8 新潟県長岡市 2017/4/11 

2017/4/11 新潟県長岡市 2017/9/22 新潟県妙高市 2018/5/24 

258 14 佐渡島内生存 2016/11/11 山形県鶴岡市 2017/2/28 新潟県上越市 2017/4/8 

A45 野生 佐渡島内生存 2017/4/13 新潟県新潟市 2017/4/14 新潟県新潟市 2017/4/14 

A33 野生 行方不明 2017/4/23 新潟県新潟市 2017/4/23 新潟県新潟市 2017/4/24 

264 15 死体確認 
2018/3/20 石川県珠洲市 2018/3/20 石川県珠洲市 2018/4/28 

2018/4/28 石川県白山市 
2018/11/16  富山県黒部市 

(2018/11/17 富山県黒部市で死体確認) 
－ 

NR 野生 － 2018/4/21 新潟県新潟市 2017/4/21 新潟県新潟市 － 

333 18 本州生存 2018/11/8 新潟県長岡市 2018/12/21 新潟県長岡市  

※個体番号の赤字はメス、青字はオス、黒字は性別不明を示す 

※NR(足環のない個体)は個体識別ができないため、生存状況は不明である 

※No.18 は保護収容後に、第７回放鳥で再放鳥されたのち、佐渡島内で死亡が確認されている 

※No.46 の死体が 2010 年 12 月 27 日に新潟県新潟市の海岸で発見された事例があるが、漂着した可能性があるため、本州

飛来個体には含まない 
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３．繁殖期の対応方針 

繁殖期のモニタリングについては、トキ野生復帰ロードマップ 2020 の達成状況の把握に必要となる情

報を得るとともに、放鳥を含めた今後の取組方針に活かすため、60～70 巣を目標として次の項目に基づ

き、重点的かつ効率的なモニタリングを進めていくこととする。 
 

（１）特に優先すべき事項 

１）巣立ち率（巣立ちヒナ数）の把握 
 トキ野生復帰ロードマップ 2020 の達成状況の把握に必要となる巣立ち率の算定を行うため、各巣

の巣立ちの有無の把握に努め、孵化ヒナ数及び巣立ちヒナ数についても把握する。 
 
２）ヒナへの足環装着等の実施 
 巣立った幼鳥の生存率を把握するために、30 羽程度を目標とし、可能な限りヒナへの足環装着等

を実施する。なお、野生復帰の進捗状況把握に優先度の高いペア等に重点を置き実施する。ヒナの一

時捕獲による足環装着等が可能と判断された場合、確実かつ安全に実施するために、孵化した時期・

羽数の把握を最優先し、準備を行う。 
 
３）繁殖失敗要因の把握 
繁殖失敗要因を把握するため、新潟大学と連携し、特定の巣への無人カメラを設置、抱卵放棄後の

巣周辺の踏査や卵殻回収、周辺住民のヒアリング等を実施する。また、起こりうるヒナ・幼鳥の死亡

について、その要因を把握するため観察、情報収集等を行う。 

 

（２）ヒナ・幼鳥の観察 

孵化が確認された巣については、ヒナの状態、捕食者の接近、親鳥の採餌・給餌の状況、人間活動に

よる影響などについて、情報を収集する。巣立ち前後の個体については、巣からの落下、捕食者の襲撃

等が考えられるため、可能な限り高頻度で、位置及び生存状況を確認することとする。 
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(参考) 統計モデルを用いた巣立ちヒナ数の推定について 

繁殖ペアの増加とトキの分布拡大によって、昨年の繁殖期からトキの巣の見落としが確認されている。

本年繁殖可能な個体はオス139羽、メス103羽のほか足環のない84羽のうち２歳以上の個体であるため、

100 巣以上の営巣が見込まれる。今後、モニタリングで把握できない営巣は経年的に増加することが予測

され、巣立ったヒナの全数は把握できない見込みである（図７）。佐渡島におけるトキの生息状況を正確

に把握するために、ベイズ統計学的手法による統合個体群モデルを用いてトキの巣立ちヒナ数推定を試

みることを考えている。 
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図７ 予想される今後の巣立ちの確認状況 

 

方法 

統合個体群モデル（Integrated Population Model）は現在のモニタリングで実施している足環判読に

よる生存状況確認、トキねぐら出一斉カウント調査、繁殖モニタリング（巣立ち率・平均巣立ち雛数）

の全てのデータを統合して解析することで、多数の個体群パラメータについて頑健で高精度の推定を行

う手法である。 

統計学的手法の発達とコンピュータ性能の向上により、近年は多種の生物の個体群動態の推定におい

て類似のモデルが用いられている。推定手法の利点として、観測に伴うデータの不確実性を全て考慮し

た解析が実現できること、直接的なデータが得られていない人口学的パラメータが推定できること、パ

ラメータの推定精度が向上することなどが挙げられる。 

 

 
図８ 統合個体群モデルの枠組み．緑がデータ、青が推定対象を示す 
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試算結果 

巣立ちヒナ数に関する推定結果は表６の通りとなった。2018 年までについて、モニタリング結果は推

定範囲内に収まっており、繁殖成功巣の見落としは限定的であったと考えられる。 

 

表６ 巣立ちヒナ数の推定結果 

調査年 モニタリング結果 
推定結果 

中央値 50%信頼区間 95%信頼区間 

2012 8 8 (5-12) (1-23) 

2013 4 5 (3-7) (1-15) 

2014 31 28 (21-35) (12-52) 

2015 16 18 (13-22) (6-33) 

2016 40 39 (32-46) (21-59) 

2017 77 73 (64-82) (50-100) 

2018 60 57 (49-65) (35-83) 

 

 

 

今後の運用方針案 

統合個体群モデルでは推定に用いることが可能な情報が多いほど推定精度が高くなるため、9 月のトキ

ねぐら出一斉カウント調査終了後の検討会等において、当年の繁殖期における巣立ち雛数の推定値を提

示することを想定している。 

なお、同時に生存個体数・成熟個体数・生存率・巣立ち率・足環のないトキの齢構成・繁殖可能な雌

羽数等も推定可能であるため、今後のモニタリングの動向を踏まえた上で、これらについても有用性を

検討し、検討会に諮ることを考えている。 
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2019 年放鳥計画（案） 

 
 
 これまでの放鳥結果及び「トキ野生復帰ロードマップ 2020」における取組方針並びに現在の飼育下ト

キの性比等をふまえ、2019 年の放鳥計画を以下のとおりとする。 
 
 
１．放鳥の時期 

    第 18 回放鳥（2018 年 6 月実施）及び第 19 回放鳥（同 10 月実施）の結果、いずれも高い生存率が維 
持できていることから、2019 年も同時期に実施することとする。 
 

○第 20 回放鳥：春放鳥（３月上旬頃訓練開始 ６月上旬頃放鳥） 

   ○第 21 回放鳥：秋放鳥（６月下旬頃訓練開始 ９月下旬頃放鳥） 

 
 
２．放鳥の方法 

「トキ野生復帰ロードマップ 2020」の目標である『2020 年頃に佐渡島内に 220 羽の定着』を２

年前倒しで達成するなど、ソフトリリース方式による放鳥の狙いであった群れ形成と繁殖成功が実

現されていること、また、順化ケージ周辺のトキの過密状態が示唆され、佐渡島内におけるトキの戦

略的な分散の必要性が高まっていること、さらに、人とトキの共生を更に進めるため、トキ野生復帰

10 周年記念放鳥式での市民が参画した放鳥のような普及啓発を島内各地で行うことが望ましいこと

をふまえ、ハードリリース方式による放鳥とする。放鳥の実施に際しては、トキの生息密度が低く且

つトキの生息環境整備の取組を行う住民のインセンティブが高まる地域を選定するとともに、より

多くの市民等に参画頂ける機会となるよう留意して実施する。 

なお、地域調整等の準備が十分に整わないなど、ハードリリース方式による放鳥が難しいと判断さ    
れる場合には、順化ケージからのソフトリリース方式による放鳥とする。 

 

 

３．放鳥個体数 

  「トキ野生復帰ロードマップ 2020」における放鳥実施方針をふまえ、2018 年においても前年とほぼ

同数の個体となる各回 20 羽程度ずつ、計 40 羽程度を放鳥する。 
 
 
４．放鳥個体の選定方針 

【年齢】 

  若齢個体（6歳程度まで）を中心に選定する。 

  
【育雛形態】 

   自然繁殖（自然孵化および自然育雛）で育ったトキの繁殖成功率が高いことに鑑み、自然繁殖によ

り育てられた個体を優先的に選定する。 
 
 【遺伝的多様性の向上】 

   野生下におけるホアヤンおよびイーシュイのファウンダー貢献度が低い現状をふまえ、繁殖計画

とも連動させ、積極的にホアヤンおよびイーシュイの系統を放鳥個体として育成、選定していく。 
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次期ロードマップについて 
 

  ロードマップ 2020 の目標である「佐渡島内で 220 羽の定着」を 2018 年 6 月に 2 年前倒しで達成で

きたことから、野生復帰検討会等において次期ロードマップ(2025 年までの目標及び取組方針など)の

策定について、以下の事項を基本として議論を進めていくことを予定している。 

 

①次期ロードマップ骨子(案) 

  a 目標 

・トキが自然状態で安定的に存続できる。 
・人とトキの自然共生型社会の実現。 
  ※一般の方々にもイメージしやすい目標の姿を例示的に記載。 
・数値目標の設定については、検討会で議論。 

   ・その他 
  b 飼育・繁殖 

   ・国内トキ個体群全体の遺伝的多様性の確保を図るための調整機能を担う。 

   ・安定的に繁殖個体及び放鳥個体を育成・供給する。 

   ・環境変動や高病原性鳥インフルエンザへの対応として遺伝的な多様性の確保も念頭に置きつつ 

分散飼育を継続していく。 

   ・飼育下個体群及び野生下個体群における各ファウンダーの血縁占有度を考慮し、ペアを形成。 

ホワヤン・イーシュイ・ロウロウ・グワングワンの系統でペア形成を行うことを基本とする。 

   ・ファウンダーペアは繁殖成功率を高めるため人工繁殖を基本とするが、自然繁殖と同程度の効果 

が得られるような人工繁殖手法の開発・検討を行い、試行する。 

   ・ファウンダーペア以外は、基本的には放鳥候補個体として育成していくこととなり、野生下での 

生存率・繁殖率を高めるため自然繁殖を基本とする。 

・終生飼養個体は、佐渡市及び分散飼育地の一般公開に積極的に活用し、トキ保護の普及啓発へ積  

極的に活用する。 

   ・その他 

  c 放鳥 

   ・野生下トキ個体群の遺伝的多様性を確保する観点から、原則としてホワヤン・イーシュイ・ロウ 

ロウ・グワングワンの系統を放鳥する。当面、年間 30羽程度の放鳥を行うこととするが、若齢 

での放鳥の生存率が高いことを踏まえ、繁殖状況により柔軟に対応することとする。なお、状況 

に応じて放鳥羽数や放鳥回数を減じる可能性もある。 

   ・トキ野生復帰の更なる普及啓発を図るとともに、佐渡島内の個体群を戦略的に分散させるため、

市民参画によるハードリリース方式を基本とする。放鳥実施箇所は、トキの生息環境整備に取り

組んでいるが、トキの生息密度が低い地域を優先的に選定することを基本とする。     

   ・野生下トキ個体群の状況に応じて佐渡島外での放鳥も想定した検討を行う。 

   ・その他 

  d モニタリング 

   ・野生下トキの増加により、全てを網羅するモニタリングは不可能となっていることをふまえ、評 

価のために必要な項目が把握できるようにするとともに、過去のモニタリングデータと比較・対 

照が行えることに留意の上、更なる効率化を図る。 

   ・モニタリングエリアは、トキの生息密度が高い国仲平野、羽茂平野、相川半島を基本とし、その 

他のエリアは佐渡市トキ共生推進員制度を活用した市民からの目撃情報等の収集を基本とする。 

   ・本州での繁殖・定着を見据え、関連の地方環境事務所、地方自治体及び野鳥の会等と連携・協力 

のうえ、モニタリング・情報収集体制を検討・構築する。 

   ・モニタリング方法や精度を統一・担保できるよう、モニタリングに関わる関係者を集めたモニタ 

リング研修会を定期的に開催することを検討する。 

   ・その他 
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  e 生息環境の整備・維持 

   ・採餌環境については、これまで実施してきた水田およびビオトープの整備・維持を佐渡市・JA佐  

渡・農家とともに継続していくことを基本とし、天王川自然再生事業のようなトキの多様な生息 

環境づくりに資する取組を推進する。 

   ・さらに、過疎化・高齢化に伴う担い手不足への対応、稲踏み被害への対応について、取り得る対 

応を佐渡市・JA 佐渡・農家ともに検討のうえ、実施していく。 

   ・営巣環境についても、これまで実施してきた営巣木保全事業として行ってきた営巣林の保全に係 

る取組を継続するとともに、屋敷林も含む営巣木・営巣候補木の適切な維持管理のあり方につい 

て、林野庁・新潟県・佐渡市・新潟大学とともに検討を行う。 

・関係機関が実施しているエコロジカルネットワークの取組などと連携・協力するよう努める。 

・その他 

  f 人とトキとの共生を実現する地域社会の構築 

   ・人・トキの共生の島づくり協議会をトキに関する地域の合意形成、情報共有および施策検討の場 

として引き続き維持し、人とトキの共生社会の実現に向けた取組を推進していく。 

   ・「トキのテラス」、「トキ資料展示館」、「トキ交流会館」のトキ関連３施設における展示解説等を 

通じた普及啓発を推進し、『トキを活用した観光』を確立する。 

   ・「トキのみかた停留所」を軸とする、野生下トキを活用した観光方策を確立・推進していく。 

   ・「トキかわら版」の発行、「放鳥トキ情報」「佐渡トキファンクラブ」等のウェブサイトを通じた 

最新の情報発信等による普及啓発を推進する。 

   ・GIAHS、ジオパーク、佐渡金銀山の世界遺産登録を目指す取組と連携した観光・地域振興方策を 

推進する。 

   ・分散飼育地でのトキの一般公開による普及啓発も推進し、また、分散飼育地における一般公開 

施設を活用した観光・地域振興を推進していく。 

   ・関係機関が実施しているエコロジカルネットワークの取組などを通じた本州における普及啓発 

を推進する。 

   ・トキを目的としたインバウンドの拡大に向けた普及啓発を推進する。 

   ・トキ野生復帰をテーマとする環境教育を佐渡島内の小中学校で必修化を検討する。 

   ・企業や大学の研修受け入れや行政機関の視察受け入れの拡大のための普及啓発を推進する。 

   ・佐渡島内におけるトキの環境収容力の見込みと今後想定される軋轢となりうる事項（トキのロー   

ドキル、騒音・糞害等）の対応方針を検討する。 

   ・その他 

  g その他、取組の評価など 

 

   

                                    など 
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ミコトッキー 

出雲市でのトキの一般公開について 

 

出雲市トキ公開施設を建築し、１２月１５日～２８日まで試験公開

を行いました。公開施設の概要、試験公開の状況は以下のとおりです。 

 

(1)出雲市トキ公開施設について 

木造平屋建て 延べ面積 144.9 ㎡ 

・観覧スペース、展示スペース、テーブルコーナー、トイレ３カ所 
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2 
 

 

 

（2）試験公開について 

①期間    １２月１５日(土)～２８日(金) 

②公開時間  １０時～１５時 

③公開施設への入場方法 

●「しまね花の郷」からの入場。 

・１０時から１５時までは随時入場可 

・公開施設まで約３５０ｍ 

・花の郷の入園料が必要。 ２００円(小中高生１００円) 

●トキ学習コーナーからの定時案内。 

・案内時刻  １０時、１２時、１４時 

・公開施設まで約７００ｍ 

●体の不自由な方等に対しては別途対応。 

 

④公開施設入場料  無料  

●トキ保護の普及啓発のため協力金を任意に依頼 ２００円 
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西出雲駅 

しまね花の郷 

出雲市トキ分散

飼育センター 

出雲市トキ 
学習コーナー 

  観察施設 

② 

① 

花振興棟 

農業技術センター 
花きほ場      野菜ほ場 

入場方法 

 

 
⑤来場者数 計 ２，０６８名 

12 月 15 日（土） 159 曇のち晴 12 月 22 日（土） 176 雨時々曇 

12 月 16 日（日） 341 晴のち雨 12 月 23 日（日） 142 雨 

12 月 17 日（月） 131 曇 12 月 24 日（月） 175 晴 

12 月 18 日（火） 201 曇時々晴 12 月 25 日（火） 92 晴 

12 月 19 日（水） 210 晴 12 月 26 日（水） 78 雨 

12 月 20 日（木） 115 雨のち曇 12 月 27 日（木） 61 曇 

12 月 21 日（金） 137 晴 12 月 28 日（金） 50 雪 

・しまね花の郷からの来場者数は、１，８８７名（９１．２％） 
・出雲市トキ学習コーナーからの案内誘導による来場者数は、１８１名（８．８％） 
・新聞・テレビニュースを見て、愛知、大阪、徳島、広島、岡山からの来場者も 
あった。 

 
⑥協力金・寄付金 
・協力金（カプセルトイ） １２８，０００円（６４０件） 
・寄付金（募金箱）     ４８，０１９円 
 

公開施設 
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⑦公開によるトキの様子 
・公開トキが観覧者の行動によりパニックになることはなかった。 
・初週の中頃から観覧中でも採餌するようになった。 
・繁殖ペアも通常どおり活動しており、影響はない様子であった。 
 
⑧来場者の感想・意見(アンケートから) 
・こんなにきれいだとは思わなかった。羽を広げた時は感動した。 
・実際に見て、トキの魅力を感じた。関心が高まった。 
・見やすい施設で良い。 
・ルートがわかりにくい。しまね花の郷からも距離がある。 
・花の郷を通らなくても随時公開施設へ行けるとよい。直接公開施設へ行きたい。 
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⑨新聞記事 
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佐渡市トキ野生復帰事業の状況について 
 

 佐渡市農業政策課トキ保護係 
１．生息環境整備  
 （1）餌場整備 
      ①朱鷺と暮す郷認証制度認証水田（生物を育む農法） 

②トキビオトープ整備事業（休耕田等をビオトープ整備する団体に補助） 
 （2）営巣木整備 

H30 真野地区営巣林樹幹注入 1834 本 
 
２．社会環境整備 
 （1）人・トキの共生の島づくり協議会 

トキ野生復帰事業に係る課題等に関して、市民、NPO、企業、大学、行政等で 
  組織される協議会で平成 30 年度は、総会 2 回、部会 4 回ワーキング 2 回開催。 
 
 （2）トキ野生復帰 10 周年記念式典 
   平成 30 年 10 月 14 日両津文化会館、トキ野生復帰 10 周年を記念し環境省、

新潟県、佐渡市で実行委員会を組織し開催。 
 
 （3）トキを通じた海外交流事業 
   ①朱鷺国際フォーラム   平成 30 年 5 月 23 日～24 日 中国 洋県 
   ②中国洋県友好都市交流  平成 30 年 10 月 13 日～16 日 佐渡市 
   ③日中韓トキ地方政府集会 平成 31 年 1 月 24 日～25 日 韓国 ソウル 
 
３．トキを活かした街づくり 
 （1）トキのみかた停留所 
  自然のトキを観察したいとのニーズに答える形 
でエリア、観察ルール等を人・トキ共生の島づくり 
協議会で検討し設置。 
観察ポイントを「トキのみかた停留所」として 
平成 30 年 10 月 18 日より供用開始。 

 （2）トキガイド・トキ博士 
・トキガイド  
観光客や修学旅行生等をご案内で 

きるボランティアガイドを平成 19 年 
より養成。全 9 回の講義。試験合格 
で認定。 
 ・トキ博士検定試験 
 平成 31 年 3 月 17 日（日） 
 14 時 30 分～15 時 30 分 
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 東京都荒川区防災センター 
４．トキの森公園 
 （1）資料展示館リニューアル（平成 31 年 4 月より供用開始予定） 
   トキの森公園資料展示館は第 1 回放鳥前の平成 19 年に展示内容を変更し、以 

降は飼育員、インターン作成による展示物等で更新をおこなってきた。 
トキ野生復帰 10 周年の節目の年に、展示内容のリニューアル工事を実施。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （2）トキの森公園イベント 
   アニメ「けものフレンズ」とトキの森公園でのコラボイベント開催。 
  期間中に配布ポストカードでトキの森のポストにより投函するとトキの

押印で届く。 
 
 
 
 
 
 
 
 （3）トキ森 VR 
    ふれあいプラザのケージ内を VR 専用カメラで撮影し、平成 31 年度より

VR が体験できるゴーグルを資料展示館、プラザに配置。トキが目前で餌を

たべる映像が体験できる。 
 （4）プラザ 
   ・現在、NO.510 勇気（雄）、 NO.608 さくら（雌） 

のペアを飼育。平成 30 年の繁殖期は 1 羽自然ふ化 
自然育雛。 

・冬期間、トキを捕獲し、プラザ補修等のメンテナンス 
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いしかわ動物園「トキ里山館」の状況について 

 

石川県生活環境部自然環境課 

いしかわ動物園 

〇トキ里山館の利用状況 

・現在 I ペアおよび、2018 年繁殖の幼鳥(オス 1、メス 1)を公開展示している。トキ４羽

は、特段来園者を気にする様子はなく、観覧窓前の採餌池等を利用したり、覗き窓前の人

工止まり木で休んだりする様子がよく観察されている。幼鳥２羽は、親鳥が利用しない自

然木(松、ネムノキ)に止まって休むことが多い。 

・動物園において、トキの生態や生息環境を学ぶセミナーを実施。飼育員やトキ保護活動

団体による講演、トキ里山館の見学等を実施（平成３０年度は３回実施予定）。また、毎

週土曜日と日曜日には、飼育員によるガイドを実施し、トキの生態や絶滅の歴史を来園者

に伝えている。解説員は休園日を除き週６日の頻度で開園から閉園まで常駐し、ガイドを

行っている。 

・平成３０年１月～２月は大雪により、来園者が激減した。 

 

トキ里山館オープン後の動物園入園者数 

期 間 入園者数 
前年同期 

入園者数 
前年同期比 

H28 H28.11/19 - H29.3/31 87,412 人 67,955 人 128.6％ 

H29 H29.4/1 - H30.3.31 335,981 人 348,323 人 96.5％ 

H30 H30.4/1 – H30.12.31 275,145 人 294,464 人 93.4％ 

 

〇大雪によるトキ里山館の被害について 

１ 経緯（写真参照） 

（１）平成３０年１月１２日からの大雪により、トキ里山館のケージ天井部衝突防止ネット

を支えるワイヤーが破断したため、トキを非公開ケージへ収容し、１月１５日からト

キ里山館を休館。 

（２）同２月４日からの再度の大雪により、トキ里山館ケージの天井部金網を支えるワイヤ

ーと鉄骨の連結部分が複数破損し、金網の断裂が生じた。 

（３）調査の結果、ケージ中央部では耐雪荷重を超える１．５ｍ以上の積雪があったと推定

されており、想定外の雪圧によって一部部品が破断、その後連鎖的に各部品の破断が

発生したと考えられる。 

（４）大雪対策として、ワイヤー及び金具の強度をアップし、今後、同様の積雪があったと

しても、ワイヤー及び金具が破断せず、たわんで元にもどる構造とした。また、金網

上に「融雪マット」を敷設する融雪対策も実施した。 

 

２ トキ里山館の再開 

（１） 再開日時：平成３０年８月４日（土） 

（２） 再開時の羽数：４羽（Ｉペア及びその子） 

（３）順化訓練期間：２週間（７月２０日～８月３日） 

（４）訓練時の様子：幼鳥は当初、飼育員を気にしたり、飛翔時にネットに足が引っ掛かった



 
 

りする様子が見られたが、訓練とともに人に馴れ、飛翔時の余裕も見ら

れるようになった。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考） 

里山館ケージ内の状況 

（平成３０年２月１２日撮影） 

修繕後の里山館ケージ金網 

（平成３０年８月２３日撮影） 

融雪マット使用時の状況 

（平成３０年１２月３０日撮影） 
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長岡市トキと自然の学習館観覧棟「トキみ～て」の状況について 

 

長岡市環境部環境政策課 

○来館状況 

平成 30 年８月 18 日の開館以降、これまで 31,234 人が来館（12 月末現在）。新聞や

雑誌にも取り上げられ予想を上回る方々からお越しいただいている。また、市内外の宿

泊施設や旅行会社からの問い合わせも多く、トキ公開による波及効果の大きさを実感し

ている。 

トキと自然の学習館来館状況 

 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

来館者数（A） 7,977 3,614 2,232 2,244 2,776 1,330 31,234 

開館日数（B） 329 307 308 308 237(※1) 136(※2) 116 

日平均（A/B） 24.2 11.8 7.2 7.3 11.7 9.8 269.3 

※１ 県内複数個所での高病原性鳥インフルエンザの発生を受けて臨時休館（12/2～2/28） 

※２ トキと自然の学習館リニューアル工事のため、９月１日から臨時休館 

月別来館者状況 

 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 合計 

来館者数 6,395 10,035 6,513 5,917 2,374 31,234 

 
うち中学生以下 748 1,320 488 492 266 3,314 

割合（％） 11.7 13.2 7.5 8.3 11.2 10.6 

※ 中学生以下の来館者は全体の１割程度で、特にシルバー層の方々が多く見受けられる。 

○公開個体５羽の愛称募集 

 市内小学生から公開個体５羽の愛称を募集したところ、1,078 通の応募があり、トキ

公開についての関心の高さがうかがえる。最終候補作品は、市ホームページ等に掲載し、

市民などの投票により決定する（愛称決定：平成 31 年４月頃を予定）。 

○その他 

 佐渡の野生下に放鳥されたトキが市内で相次いで確認されているため、トキの正しい

観察方法について、トキと自然の学習館でのパネル展示や市ホームページ等を通じ周知

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ▲飛来しているトキの様子          ▲サギと行動するトキの様子 
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野生トキ観察・展望施設について 
 

１ 野生トキ観察・展望施設の愛称決定について 

  正式名称 『 野生トキ観察・展望施設 』 

    愛  称 『 トキのテラス 』 

 

２  施設概要 

    テーマ『野生のトキとその生息環境の観察・展望を通じて、佐渡におけるトキの野生 

復帰の意義・目的・成果等を広く国民に普及啓発・発信する。』 

  a 施設の延べ面積：162.31 ㎡ 

b 施設の建築面積：92.75 ㎡ 

c 主要構造    ：鉄骨造地上 2 階  ※外壁や内装等の仕上げは木質化を図る。 

 

３  スケジュール 

   H31.１月  建築・外構工事 着工 

      ３月   展示工事    着工予定 

      ６月  建築・外構工事 竣工 

      ８月   展示工事    竣工予定 

      ８月   供用開始予定 
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トキ野生復帰ロードマップ 2020 

 

１．トキ野生復帰ロードマップ 2020 の位置づけ 

 トキの野生復帰は、「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法

律」に基づく「トキ保護増殖事業計画（平成 16 年農林水産省、国土交通省、

環境省告示第 1 号）、（以下、「計画」）」に沿って、関係者の協働によって進め

られている。 

また、これまでは、事業の当面の目標として 2003 年に環境省が策定した「環

境再生ビジョン」（以下、「ビジョン」）に掲げた「2015 年頃に小佐渡東部に 60

羽のトキを定着させる」の達成に向け、2013 年 2 月に「トキ野生復帰ロード

マップ」を作成し、事業を実施してきた。 

その結果、2014 年 6 月時点のトキの定着羽数は 75 羽となり、当面の目標は

達成されたことから、そのことをふまえ、2020 年までの野生復帰の方針を示す

とともに、次期目標を達成していくための工程表として、「トキ野生復帰ロード

マップ 2020」を作成する。 

 

２．ロードマップの内容 

 2008 年 9 月に第 1 回放鳥を実施してから 7 年が経過し、これまでに 13 回に

わたり計 215 羽の放鳥を行ってきた。2012 年以降は、野生下での繁殖も継続

して実現してきており、2014 年 6 月時点において、当面の目標としていた「60

羽の定着」が達成された。 

トキの定着が実現した要因としては、地域関係者のトキに対する思いが基礎

となり、長年にわたる保護活動が現在に至るまで継続されてきたこと、また、

農地、森林、湿地等の生息環境を保全するための様々な地域の取組が行われて

きたこと、さらに、トキを見守り共生しようとする地域の意志や努力により、

トキが生息できる地域社会が形成されてきたこと、等が挙げられる。 

本ロードマップでは、野生下のトキの個体数が順調に増加してきている中で、

計画の目標（本種が自然状態で安定的に存続できるようにすること）をより一

層確実なものとするために、これまでの事業により得られた知見及び経験を活

かして、今後のトキの個体数等を予測しつつ、2020 年の次期目標を設定すると

ともに、その達成のために実施すべき事項やその内容等について、取組の方針

及び工程としてとりまとめた。 

 なお、野生下のトキ及び飼育下のトキの状況、また、野生下のトキをとりま

く生息環境等には不確定要素が存在し、様々な状況の変化が起こりうる。この

ため、予測しうる状況に対しては可能な範囲でその対応方針を明らかにしてお

くとともに、想定を超える状況が発生した際には、順応的な対応を行うことと

参考資料1
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する。 

 

３．達成すべき目標 

 2020 年（平成 32 年）頃に佐渡島内に 220 羽のトキを定着させる。 

（１）定着の考え方 

220 羽の定着の考え方としては、以下の条件を適用する。 

① 220 羽以上の個体が野生下で 1 年以上生存している。 

② 野生下で繁殖した個体を含む個体群が形成されている。 

 

（２）定着の目標エリア 

ビジョンにおいては、当初の目標として、過去におけるトキの重要な生息地

であった小佐渡東部を野生復帰の目標エリアとしていたが、前ロードマップを

作成した時点におけるトキの生息範囲は、小佐渡東部地域に留まらず、国仲平

野及び羽茂平野を中心に広範囲に広がっていたことから、ビジョンに明記され

た「小佐渡東部」については前ロードマップにおいて「小佐渡東部を含む佐渡

島」として取り扱うよう解釈を修正していた。 

現時点においても、トキの生息エリアは佐渡島の広範囲にわたり、島内の複

数箇所で個体群の定着が見られる状況にあり、また、今後さらに個体数が増加

した場合には、生息エリアが引き続き島内全域に拡散することが想定される。

このため、本ロードマップにおける定着の目標エリアは、佐渡島全域とする。 

 

（３）220 羽以上が定着する個体群パラメータ 

 野生下のトキの個体数の推移を推定するためには、放鳥数、生存率及び巣立

ち率等を考慮する必要がある。既存の知見や放鳥個体のモニタリングで得られ

た情報を基に、従来に引き続き新潟大学永田尚志教授が作成した個体群シミュ

レーションモデルを用いて、今後の野生トキの個体数について試算した。（別紙

１） 

2016 年から 2020 年にかけて毎年 36 羽の放鳥を継続することを前提に、巣

立ち率等の異なる複数のシナリオを設定して試算を行った結果として、2020

年に野生下で 1 年以上生存する定着個体数として、以下のパラメータを基に

220 羽を目標とする。 

なお、この場合、2021 年以降に放鳥を継続しなくても個体数は増加するもの

と推測された。 

また、環境省のレッドリストのカテゴリー判定基準の一つに成熟個体数があ

る。成熟個体数の考え方としては、①放鳥個体のうち、野生下での繁殖に成功

し、その誕生個体が繁殖齢（2 歳）を迎えた放鳥トキの個体数、②野生下で誕

生し、繁殖齢（2 歳）を迎えた個体数を適用し、①と②の合計を成熟個体数と
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する。2020 年時点での成熟個体数は、以下のパラメータで試算した場合、123

個体と予測された。 

現在のトキのレッドリストカテゴリーは「野生絶滅」（EW）であるが、成熟

個体数が 50 羽以上となる状態が、５年以上継続すると絶滅危惧ⅠB 類（EN）

までランクダウンすることになる。 

 

＜220 羽が定着するためのパラメータ＞ 

 年間放鳥数              36 羽 

 放鳥後 1 年目生存率 0.65（佐渡のデータ） 

 2 年目以降生存率 0.83（佐渡のデータ） 

 一腹卵数 2.73（中国のデータ） 

 巣立ち率 0.3 （想定） 

 幼鳥生存率 0.6 （想定） 

 巣の捕食圧 0.04（佐渡のデータ） 

環境変動 0 

 

巣立ち率については、2012 年から 2015 年の繁殖期において年変動が大きい

状況（9.5～34.4％）にあり、当面は大幅な改善が望めないと考えられることか

ら、0.3 の想定値とした。 

幼鳥生存率については、2015 年時点で 0.78 と、中国の野生個体群の値であ

る 0.49 と比較して高くなっており、今後野生下におけるトキの個体数増加に伴

い、値が低下することが予想されるため、0.6 の想定値とした。 

 

４．目標達成への取組 

（１）飼育個体の維持と放鳥個体の確保 

１）飼育個体群の意義 

飼育個体群は、計画的なペア形成及び飼育繁殖などを通じて、安定的に放鳥

個体を確保するためのものである。また、野生個体群及び飼育個体群が、環境

変動や高病原性鳥インフルエンザの発生等により著しい影響を被った場合に、

これらを再建するための保険個体群としての性格を有する。 

このことを踏まえ、飼育個体群は以下の方針で適正かつ十分な個体数を飼育

下に確保しておく必要がある。 

・集団内の遺伝的多様性を長期にわたって維持する 

・放鳥に必要な個体を計画的に確保する 

・地理的に分散して複数の飼育地を確保する 

また、飼育個体群は、条件操作や観察が容易であることから、繁殖行動の観

察、有精卵率と交尾行動との関連性の調査、餌の違いによる健康や繁殖への影
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響把握など、野生復帰に必要な様々な知見を得ることができる。 

 

２）飼育個体群の維持 

 現在、分散飼育地も含めた飼育施設におけるトキの収容数は、最大でおよそ

220 羽程度である。飼育個体群を維持する上では、放鳥に必要な個体数を確保

しつつ、飼育個体群の遺伝的多様性を中長期にわたって計画的に維持すること

が重要である。 

毎年 30 ペア程度で繁殖に取り組み（2015 年は 29 ペア）、全体で 200 羽程度

の飼育個体数を確保（2015 年 7 月 1 日現在 209 羽）することを目指すことと

する。 

200 羽程度の飼育個体群を確保し、毎年およそ 60 個体（30 ペア）が繁殖を

行っていれば、これまでに日本に導入された中国産まれの 5 個体に血縁関係が

ないと仮定すると、飼育下の個体数をある程度維持しつつ、20 年後までに遺伝

的多様性を 81.0％維持することができる（１ペアあたり 1.5 羽の増加、毎年 30

羽程度放鳥すると仮定）と推測される（2015 年 9 月末の飼育個体のデータを

用いた PMx による試算）。 

なお、美美の死亡（2015 年 9 月 29 日）による遺伝的多様性への影響につい

ては、飼育個体群内に既に美美の遺伝子が多く残されていることから、20 年後

の遺伝的多様性への影響は少ないものと考えられた。 

これらの試算の前提となる様々な仮定は、ファウンダー相互の血縁関係、放

鳥個体数、飼育下の個体群動態、新規ファウンダーの導入等により変化するた

め、その都度試算を繰り返しながら柔軟に見直しを行っていくこととする。 

 飼育個体群を確保するに当たっては、施設の収容力や放鳥数を見通した計画

的な繁殖及び必要に応じた繁殖制限の検討を行い、必要な個体数の確保と遺伝

的多様性の維持を図る。 

 

（２）放鳥の実施 

１）自然繁殖個体の確保 

 野生下において自然繁殖個体のペア形成率が高い傾向にあること、分散飼育

地の協力により放鳥個体の安定的な確保が可能となっていることから、引き続

き、放鳥個体は、自然孵化・自然育雛個体により確保する原則を徹底する。 

後期破卵等の自然繁殖を妨げる課題の解決に向け、繁殖失敗要因の分析や検

証、対策の実施状況及びその効果について、佐渡トキ保護センターと分散飼育

地が情報共有し、相互に連携して安定的な自然繁殖技術の確立に努める。 

なお、ファウンダーのペアについては、第 1 クラッチは基本的に人工孵化・

人工育雛とし、産卵状況によって第 2 クラッチは自然孵化、自然育雛に取り組

む。 
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また、飼育下で繁殖した経験のある個体を放鳥個体に積極的に含める。 

 

２）遺伝的多様性の確保 

 野生個体群の遺伝的多様性を可能な限り確保するため、血統情報及びファウ

ンダー（始祖個体＝中国からの提供個体）等の遺伝的な解析の結果をもとに、

放鳥個体に対するファウンダーの遺伝的寄与が均等に図られるよう、放鳥個体

群の遺伝的多様性を確保しつつ、それらの個体を計画的に放鳥個体に含める。 

また、遺伝的多様性の確保のため、中国からの新たなファウンダーの導入に

努めることとする。このため、関係省庁との連絡調整、国際協力の継続、技術

交流等により、中国との協力関係の推進を図る。 

 

３）放鳥の継続実施 

2020 年の目標個体数を達成していくには、野生下のトキの巣立ち率がなお不

安定な状況にあり、これを安定的に維持できる具体的方策が確立されていない

現時点としては、放鳥の取組を継続し、野生下の個体数を維持、増加させるこ

とが必要である。 

このため、2016 年から 2020 年までの間は、野生下の個体数を維持、増加さ

せることを目的に、佐渡トキ保護センター野生復帰ステーションからの放鳥を

継続する。 

放鳥時期数及び放鳥数については、これまでの経験や実績に基づき、春放鳥

（6 月上旬頃）及び秋放鳥（9 月下旬頃）の年 2 回とし、若齢個体を中心に合

計最大 40 羽程度とする。ただし、放鳥数や雌雄の個体数割合については、野

生個体の齢構成や性比、遺伝的多様性等に留意し、順応的に決定するものとす

る。また、佐渡島内において、生息個体数の増加により、特定の時期にトキの

餌が慢性的に不足する状況が見られた場合等、積極的な放鳥を継続することに

よる悪影響が予想される場合は、問題が解決するまでの間、放鳥個体数を抑制

するか、放鳥を中断することを検討する。 

 

（３）野生下のトキのモニタリング 

１）モニタリングの効率化・重点化 

現在、野生下のトキは、国仲平野と羽茂平野を中心に生息しており、非繁殖

期においては、島内の複数箇所でおよそ数羽から数十羽の個体群が形成されて

いる。放鳥個体の雌雄割合を調整していることから、現時点においては、野生

下のトキの性比はほぼ均衡した状況となっており、地域間においてもその大幅

な偏りはみられていない。一方で、個体が島内各地を移動し、群れの個体構成

が常に変動することや、一部の営巣林においてルースコロニー（隣接ペアとの

巣間距離が離れている集団営巣の様式）が形成されるなど、その社会構造につ
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いては未解明な部分が多いことから、今後継続してデータを蓄積し、その解明

に努める。 

今後、野生下のトキの個体数がさらに増加することに伴い、生息域の拡大及

び密度効果が想定される。従前より実施している個体識別による生存数把握、

個体群の動態及び行動圏把握、繁殖期における巣立ち率等の把握を最重点とし、

効率的なモニタリングの実施に努めるとともに、調査によって得られた情報か

ら、密度効果による影響やトキの社会構造の分析を進める。 

また、生存数把握及び個体数の推定等の基礎となる野生下のトキのヒナへの

足環装着については、毎年一定数以上の装着個体を確保できるよう可能な限り

実施する。 

さらに、将来必要となる個体群の広域的な生息状況把握に向け、推定個体数

の算出や特に重要な生息地の調査等を通じ、新たなモニタリング体制を構築す

る。 

 

２）繁殖失敗要因や死亡原因の解明 

野生下のトキの巣立ち率を向上させる方策を検討するためには、繁殖失敗要

因を把握する必要があることから、新潟大学等と連携し、特定の巣への無人カ

メラの設置や抱卵放棄後の巣周辺の踏査や卵殻回収、周辺住民のヒアリング等

を実施するとともに、原因に応じた具体的対策を講じる。 

また、生存率の維持に役立てるため、死亡個体や傷病個体が発見・収容され

た場合は、関係機関が協力して、個体の分析等を進めることにより、死亡原因

の解明を行う。 

 さらに、営巣地周辺においてカラス等の捕食者が繁殖に影響を及ぼしている

ことが確認されているため、捕食者対策として、繁殖期のモニタリング調査等

を通じて得られた情報を活用し、繁殖に及ぼす影響が大きいと判断される場合

は、具体的な対策を検討する。 

 

３）新たな情報収集体制の構築 

市民・観光客の接近により、トキの生息や繁殖行動に影響を与えることがな

いよう配慮を呼びかける一方で、今後は個体数の増加に伴う行動範囲の拡大が

想定されることから、地域住民の協力による、島内全域を対象とした幅広い情

報収集の仕組みについて検討を行う。 

 

４）本州でのモニタリング体制の確保 

 佐渡島内の個体数増加により、本州への飛来数も増加する可能性が高い。本

州における生息状況を継続的に把握するため、本州でのトキのモニタリング手

法及び実施体制、並びに目撃情報収集の方法について検討を行う。 
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（４）生息環境の維持・整備 

 野生下のトキの安定的な存続に不可欠となる農地・湿地・森林等のトキの餌

場、ねぐら、営巣林等が有機的に結びついた総合的な生息環境を維持・確保し

ていくため、地域関係者が一体となった継続的な取組を行う。 

佐渡島内のトキの分布域は広範囲にわたり、複数の地区で個体群が形成され

る状況にある。今後はさらに島内全域に生息エリアが広がる可能性も考えられ

ることから、現在の生息環境の維持を図るとともに、トキの生息に好適となり

うる潜在的な環境を島内全域で確保していくことが、トキの生息域の拡大やそ

れに向けた健全な里地里山の生態系を回復させる観点から重要となる。 

また、生息環境の維持・整備にあたっては、トキの社会構造の分析によって

得られた情報を活用し、トキの定着に効果的な取組を順応的に進める。 

 

１）生息環境の維持 

モニタリング調査等により把握したトキの採餌環境の利用実態に基づく餌場

環境の特性について、その情報を農家をはじめとする地域住民や関係機関に情

報提供し、より効果的な「生きものを育む農法」の実践方法、休耕田・ビオト

ープ等の望ましい配置や維持管理の取組を支援する。 

営巣環境については、モニタリングを通じて営巣林や営巣木の特性等を把握

し、必要に応じて地域住民や関係機関と情報共有を行い、必要な営巣林・営巣

木の保全対策を講じるとともに、餌場環境との関係性を考慮した営巣環境の維

持管理を促進する。 

また、地域固有の健全な生態系の保全及びトキの生息環境の維持に影響を及

ぼすおそれのある侵略的外来種への対応として、効果的な抑制方策や防除の必

要性について検討するとともに、影響を抑制するための普及啓発活動等を行い、

地域関係者が連携して必要な取組を進める。 

  

２）モデル的な生息環境の整備 

 野生下のトキが安定的に生息できる環境を維持していくためには、地域にお

ける里地里山の生態系が良好な状態で保全され、その地域固有の生物多様性が

豊かな状態で維持されていることが重要となる。 

トキの生息エリアが広範囲にわたっている状況をふまえ、今後における生息

環境の整備については、島内全域で実践していくことが重要となる。これまで

小佐渡東部を中心に生息環境整備がモデル事業として行われており、また様々

なトキの餌資源調査等も実施されている。これらの経験やデータを活用し、佐

渡全体でのモデルとなるトキの生息環境を引き続き維持、整備し、関係機関が

連携、協力し生息環境整備の取組の拡大に努めるものとする。 
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３）農家及び活動団体等への支援体制整備 

トキが生息する上で基盤となる農地や森林等の安定的な確保、また、モデル

的な生息環境の持続的な確保を図るため、新潟県及び佐渡市等による各種保護

基金を活用した公的な支援策等を検討、実施する。 

また、水田におけるトキの稲の踏みつけの実態について、佐渡市と協力し現

地確認調査等に基づきその把握に努めるとともに、収量に関する影響程度の推

定を行い必要な支援対策等を検討、実施する。 

  

（５）トキ野生復帰の普及啓発等 

 トキ野生復帰を継続する上では、国民等によるトキへの関心を高め、野生復

帰の意義に関する理解、事業実施に対する協力や配慮を十分に確保していくこ

とが重要となる。このため、野生トキにふれる新たな機会の創出や分散飼育地

におけるトキの一般公開、野生復帰の進捗状況等に関する積極的な情報発信を

行うとともに、トキとの共生を維持する上で有効的な基本ルールとなっている

「トキとの共生ルール」等の継続的な普及啓発を図る。 

 

１）野生トキの観察施設等の整備 

 野生下のトキの個体数が年ごとに増加している状況をふまえ、トキの生態等

に影響を及ぼすことなく適切に観察できる施設等を整備し、実際のトキの姿と

ともに、トキが定着する佐渡の豊かな里地里山の環境等を全国に広く紹介する。 

 

２）分散飼育地におけるトキの一般公開 

野生下のトキの個体数増加に伴い、今後も本州へ飛来していくことが想定さ

れることから、トキとの共生を先進的に進める佐渡の取組を紹介するとともに、

より多くの国民にトキの生態等を理解してもらうため、分散飼育地においてト

キの一般公開を行うことは有効である。 

分散飼育地における一般公開は、トキの野生復帰や分散飼育の意義等につい

て、広く国民の理解を深める機会となるため、野生復帰の進捗状況やトキと共

生するための生息環境づくりや地域社会づくりの重要性に関して十分な教育・

普及啓発効果を確保することとする。 

一般公開にあたっての諸条件等については、トキ野生復帰検討会及び関係者

による検討を経て、2014 年 8 月、「分散飼育施設におけるトキの一般公開にあ

たっての諸条件及び手続について」（平成26年8月28日付け環自野発第1408281

号自然環境局長通知）（以下、「公開基準」）を定めている。分散飼育地において

一般公開を行う場合には、公開基準に基づき行うものとし、トキの活用方策等

について、佐渡市及び他の分散飼育地と連携を図る。 
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３）「トキと共生する佐渡」の情報発信 

 佐渡はトキ野生復帰を実施する国内唯一の場所であり、トキと共生するため

の地域づくりを先駆的に行ってきている。今後はさらに、野生復帰の先進的な

モデル地域と位置付けられることから、その取組成果や意義について、様々な

広報媒体を通じて、情報発信を推進する。 

 また、他地域との多様な人的交流及び情報交換を通じて、全国的なトキの保

護やトキが生息できる里地里山の地域づくりに関するネットワーク形成を図る。 

 

４）トキとの共生のための地域ルール 

 トキとの共生のための基本ルールとして周知が行われている「トキとの共生

ルール」について、今後とも継続的な浸透を図ることに加え、野生トキの観察

時等に新たに必要となる地域ルールについても「人・トキの共生の島づくり協

議会」等の場で検討を行い、「トキに関する佐渡ルール」として、普及啓発を促

進する。 

 

（６）トキを活用した地域づくり 

１）トキをシンボルとした地域づくり 

トキ野生復帰を継続するための情報発信や普及啓発を積極的に進めながら、

トキをシンボルとした環境学習や研修活動の実施、トキを地域資源とした環境

保全型産業の創出を支援することにより、地域活性化及び交流拡大等を図り、

トキ野生復帰に対する関心や興味の拡大に努めるものとする。 

 

２）地域づくりのための協働体制の確保 

 トキ野生復帰を支える各種取組が持続的に行えるよう、「人・トキの共生の島

づくり協議会」をはじめとした地域協議会等の場で情報共有・合意形成を図り、

各関係主体の連携・協働による地域づくりを進める。 

 

３）地域住民との合意形成 

島内各地区における「トキとの共生座談会」や「トキ野生復帰タウンミーテ

ィング」の開催、各種説明会・講演会の実施等を通じて、地域関係者との積極

的な対話と合意形成を推進することにより、野生復帰を支える各種の活動を促

進し、野生復帰に伴う諸課題の解決に努めるものとする。 

 

５．取組の評価 

本ロードマップに定めた取組の進捗状況の評価は、巣立ち率、巣立ちヒナ数、

生存率、生息個体数、トキの採餌可能面積など把握可能で客観的な評価のため
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の指標を設定し、毎年評価を行うものとする。 

また、計画の目標（本種が自然状態で安定的に存続できるようにすること）

の達成状況を評価するうえでは、飼育下・野生下の個体数の推移や変化要因を

調査するとともに、自立した個体群としての存続状況について把握することが

重要である。 

そのため、飼育個体群の意義、放鳥個体としての遺伝的多様性の維持、2020

年以降の放鳥の継続実施、目標個体の定着の考え方、教育・普及啓発に係る体

制等について、2020 年までの取組を進めていく過程において、継続的に評価・

検討を行っていく。 

 

６．2020 年以降の取組方針 

 2020 年度中には、2020 年の目標の達成状況及び計画に基づく目標（本種が

自然状態で安定的に存続できるようにすること）の達成度を評価するとともに、

2025 年までの野生復帰の短期的目標を設定する。 

また、2025 年以降の中長期的目標としては、今まで用いてきている定着個体

数1の目標総数のほか、野生下での繁殖に基づく安定した個体群維持の目安とし

て、レッドリストにおける絶滅危惧カテゴリーの評価や、将来的には、絶滅危

惧種から脱する個体数（成熟個体数の目安として 1,000 羽以上）を目標とした

広域的な個体群の維持計画、将来的な佐渡島外での野生復帰の方針等について

検討を行う。 

その上で、2020 年度中に、上記の目標及び方針等を含む次期ロードマップを

策定する。 

                                            
1 定着個体数 野生下で 1 年以上生存しており、野生下で繁殖した個体を含む個体群を形成 
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■指標と目標

指標 2016 2017 2018 2019 2020

野生個体群 生息個体数 188 221 256 291 327

1年以上生息しているトキの個体数 112 140 166 193 220

成熟個体数 40 60 82 102 123

野生下生まれ個体数 73 97 124 152 183

ペア数 51 58 69 80 91

巣立ちヒナ数 40 45 54 62 71

成鳥生存率 0.83以上 0.83以上 0.83以上 0.83以上 0.83以上 現状維持以上とする

幼鳥生存率 0.6以上 0.6以上 0.6以上 0.6以上 0.6以上

巣立ち率 0.3以上 0.3以上 0.3以上 0.3以上 0.3以上

放鳥数 36 36 36 36 36 6月（18羽）、9月（18羽）

生息環境 佐渡市ビオトープ整備事業面積（ha） 370 400 430 460 490

社会環境 トキファンクラブ会員数 7,060 7,649 8,238 8,827 9,416

飼育個体群 飼育個体数 200 200 200 200 200 飼育方針による

繁殖による増加数 45 45 45 45 45

モニタリング 住民からの目撃情報数 1000 1500 2000 2500 3000

■目標達成のための工程表
2016 2017 2018 2019 2020 2020以降

新たなモニタリング体制

繁殖失敗要因

新たな情報収集体制

本州でのモニタリング体制

生息環境の維持

モデル的な生息環境整備

農家・活動団体への支援体制整備

観察施設等の整備

「トキと共生する佐渡」の情報発信

達成度の評価

次期計画の策定

2021年以降の
取組方針

年

野生下の
モニタリング

生息環境の
維持・整備

普及啓発

年
備考

個体群シミュレーション
の結果による

「トキと暮らす島　生物多様
性佐渡戦略」（佐渡市策
定）の数値目標による

本ロードマップの
達成度評価

次期計画・策定
2025年までの野生復帰の方針

長期的な個体数目標
佐渡島外での野生復帰の方針等

新たなモニタリング体制の検討

新たなモニタリング体制の構築・実施

繁殖失敗要因の把握

失敗要因に応じた対策の実施

捕食者対策（繁殖に及ぼす影響が大きい場合）

幅広い情報収集の仕組みの検討

新たな情報収集体制の構築・実施

本州でのモニタリング体制の検討

本州での目撃情報収集の検討

本州でのモニタリング体制の構築・実施

採餌環境特性把握 関係者への情報提供と生息環境維持の取組支援

侵略的外来種に対する検討 影響抑制のための普及啓発活動

関係機関の連携・協力による、モデルとなる生息環境整備の取組拡大

公的な支援策の検討 公的支援策の実施

稲踏み実
態把握

稲踏み実
態把握 稲踏み被害の支援対策検討 支援隊策の実施

観察施設の検討・整備 観察施設の活用

トキ野生復帰の取組に関する情報発信の推進

里地里山の地域づくりに関する全国的なネットワークの形成

失敗要因の分析
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（別紙１） 

 個体群シミュレーションによる試算結果 

 

 2015 年までのパラメータを利用して、今後のトキの野生個体数を試算した。 

 

使用した個体群パラメータ（各シナリオで共通） 

 放鳥後 1 年目生存率 0.65（佐渡のデータ） 

 2 年目以降生存率 0.83（佐渡のデータ） 

 一腹卵数 2.73（中国のデータ） 

 巣の捕食圧 0.04 

 環境変動 0 

 

（試算結果） 

 2016～2020 年の間、毎年 36 羽の放鳥を継続し、2015 年時点の個体群パラ

メータ（上記数値かつ幼鳥生存率 0.78、巣立ち率 0.22）が 5 年後まで変化しな

ければ、2020 年に野生下に 1 年以上生息する成鳥個体数は 220 羽、全個体数

は 309 羽で、その後放鳥を継続しなくても個体数は増加することが試算された

（シナリオ１）。 

 これまでのモニタリング結果から、成鳥の生存率は大きく変化しないが、巣

立ち率は年によって変動幅が大きい状況にある。また、現時点での幼鳥生存率

は高いレベルにあるが、個体数増加に伴い徐々に減少していくことが予想され

る。今後の個体数動向を推測する上でこれら 2 つのパラメータが重要であると

考えられることから、巣立ち率を 0.22（2012～2015 年の平均値）、0.3（想定

値）、0.34（過去最高値）及び幼鳥生存率を 0.6（想定値）、0.7（想定値）、0.78

（2015 年時点の佐渡の平均値）を組み合わせ、今後の個体数動向について 5

通りの試算を行った。 

 巣立ち率が佐渡における 2012～2015 年の平均値である 0.22 であった場合、

幼鳥生存率が 0.6（想定値）にまで低下すると、2020 年時点で野生下における

1 年以上生息する成鳥個体数は 191 羽、全個体数は 274 羽で、その後 2021 年

以降放鳥を中止すると個体数は減少傾向であることが試算された（シナリオ２）。 

 幼鳥生存率を 0.6（想定値）としたまま、巣立ち率を 0.3 と仮定すると、2020

年時点で野生下に 1年以上生息する成鳥個体数は 220羽、全個体数は 327羽で、

その後の放鳥を中止しても個体数は増加することが試算された（シナリオ３）。 

 また、幼鳥生存率の低下が 0.7 までに止まり、巣立ち率が 2014 年と 2015 年

のおよそ平均値に近い 0.3 を仮定すれば、2020 年時点で野生下に 1 年以上生息

する成鳥個体数は 242 羽、全個体数は 355 羽で、その後の放鳥を中止しても個

体数は増加することが試算された（シナリオ４）。 
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さらに、幼鳥生存率の低下が 0.7 までに止まり、巣立ち率が佐渡における過去

最高値である 0.34 を仮定すれば、2020 年時点で野生下に 1 年以上生息する成

鳥個体数は 260 羽、全個体数は 387 羽で、その後の放鳥を中止しても個体数は

増加することが試算された（シナリオ５）。 

なお、これまでのモニタリング調査において捕食者による卵やヒナの明らか

な捕食が確認された巣数を基とした捕食圧（0.04）を各シナリオにおいて考慮

している。 

これらの試算結果から、2021 年以降放鳥を中止しても個体群が維持できる

2020年の野生下における 1年以上生息する定着個体数の幅は 220～260羽とな

る。定着個体数の目標としては、目標達成の実現可能性も考慮し、この幅にお

ける最小値の（シナリオ３）を想定し、220 羽（生息個体数 327 羽）を目安と

することが妥当と考える。 
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○シナリオ１（現状のまま推移した場合） 

 幼鳥生存率            0.78 

巣立ち率             0.22 

年間放鳥数 （2016～2020 年）  36 

年間放鳥数 （2021 年～）        0 
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2015 年時点の個体群パラメータが 5 年間変化しなければ、 

・2020 年までは毎年 36 羽の放鳥 

・2021 年以降は放鳥を中止 

という条件で、2020 年の時点で野生下に 1 年以上生息する個体数は 220 羽、

全体個体数は 309 羽（うち野生下生まれ個体数は 166 羽、成熟個体数は 113

羽）となり、2021 年以降放鳥をしなくても個体数は増加する推測結果となった。 
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○シナリオ２（幼鳥生存率が 0.6、巣立ち率が 0.22 の場合） 

個体群パラメータ 

 共通パラメータ値使用 

 幼鳥生存率            0.6（想定値） 

巣立ち率             0.22（2012～15 年の佐渡の平均値） 

年間放鳥数 （2016～2020 年）  36 

年間放鳥数 （2021 年～）        0 
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 巣立ち率が佐渡における 2012～15 年の平均値である 0.22 で、幼鳥生存率が

0.6 にまで低下し、2020 年まで毎年 36 羽の放鳥を継続すると仮定すると、2020

年時点で野生下に 1 年以上生息する個体数は 191 羽、全体個体数は 274 羽（う

ち野生下生まれ個体数は 130 羽、成熟個体数は 94 羽）であり、その後放鳥を

中止すると個体数は減少傾向になると推測される。 
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○シナリオ３（幼鳥生存率が 0.6、巣立ち率が 0.3 の場合） 

個体群パラメータ 

 共通パラメータ値使用 

 幼鳥生存率            0.6（想定値） 

巣立ち率             0.3（想定値） 

年間放鳥数 （2016～2020 年）  36 

年間放鳥数 （2021 年～）        0 
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 幼鳥生存率が現状の 0.6 にまで低下し、巣立ち率が 0.3 で、2020 年まで毎年

36 羽の放鳥を継続すると仮定すると、2020 年時点で野生下に 1 年以上生息す

る個体数は 220 羽、全体個体数は 327 羽（うち野生下生まれ個体数は 183 羽、

成熟個体数は 123 羽）で、その後放鳥を継続しなくても個体数は増加すると推

測される。 
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○シナリオ４（幼鳥生存率が 0.7、巣立ち率が 0.3 の場合） 

個体群パラメータ 

 共通パラメータ値使用 

 幼鳥生存率            0.7（想定値） 

巣立ち率             0.3（想定値） 

年間放鳥数 （2016～2020 年）  36 

年間放鳥数 （2021 年～）        0 
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幼鳥生存率を 0.7 以下にまで低下させず、巣立ち率が 0.3 で、2020 年まで毎

年 36 羽の放鳥を継続すると仮定すると、2020 年時点で野生下に 1 年以上生息

する個体数は 242 羽、全体個体数は 355 羽（うち野生下生まれ個体数は 212

羽、成熟個体数は 136 羽）で、その後放鳥を継続しなくても個体数は増加する

推測結果となる。 
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○シナリオ５（幼鳥生存率が 0.7、巣立ち率が 0.34 の場合） 

個体群パラメータ 

 共通パラメータ値使用 

 幼鳥生存率            0.7（想定値） 

巣立ち率             0.34（佐渡における過去最高値） 

年間放鳥数 （2016～2020 年）  36 

年間放鳥数 （2021 年～）        0 
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 幼鳥生存率を 0.7 以下にまで低下させず、巣立ち率を佐渡における過去最高

値である 0.34 で維持することができ、2020 年まで毎年 36 羽の放鳥を継続す

ると仮定すると、2020 年時点で野生下に 1 年以上生息する個体数は 260 羽、

全体個体数は 387 羽（うち野生下生まれ個体数は 244 羽、成熟個体数は 151

羽）で、その後放鳥を継続しなくても個体数は増加する推測結果となる。 
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個体群シミュレーションの試算結果 

 
 
１.決定論的モデルによる個体群シミュレーション 

ロードマップ 2020 に示したシミュレーションについて 2018 年 12 月 31 日までのモニタリ
ングデータを用いて個体群シミュレーションを実施。 
 

シナリオ１：パラメータを 2008 年から 2018 年の平均とした場合 

シナリオ 2：パラメータを 2016-2018 年の 3 ヶ年平均とした場合 

シナリオ 3：パラメータを 3 ヶ年平均とし、環境収容力 1000 羽に近づくと成鳥生存率・幼 

鳥生存率が低下する場合 

 
※2020 年まで毎年 36 羽放鳥し、2021 年からは放鳥は 30 羽放鳥すると仮定。 
※トキ野生復帰ロードマップ 2020 におけるシミュレーションとの差異として、中国の一腹

卵数を削除し、佐渡における平均巣立ち雛数を用い、巣の捕食率の項を削除することで全
てのパラメータについて、佐渡の実測値に基づくシミュレーションを実施した。 

 
 
 

表 1．シナリオごとの個体群パラメータ 

  

シナリオ１ シナリオ２ シナリオ 3 

全期間 3 ヶ年 密度効果 

１年目生存率 0.65  0.70  0.70  

成鳥生存率 0.90  0.93  0.93→0.70 

幼鳥生存率 0.78  0.78  0.78→0.70 

巣立ち率 0.30  0.40  0.40  

平均巣立ちヒナ数 2.33  2.27  2.27  
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図 1．シナリオ 1 
 
 
 
 

 

図２．シナリオ２ 
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図 3．シナリオ 3 
 
 
 
 

表 2．シナリオごとの 2025 年における予測個体数 

  

シナリオ１ シナリオ２ シナリオ 3 

全期間 3 ヶ年 密度効果 

生存個体数 1002  1745  924  

定着個体数 760  1267  669  

成熟個体数 551  927  605  

巣立ちびな 212  448  225  

野生生まれ個体 802  1499  826  

放鳥個体 200  246  98  
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くく、訓練見合
わせ

訓練開始時ネット
にぶつかり収容
→第９回放鳥

訓練開始後ネッ
トにぶつかり収
容
→第９回放鳥

133

166

116

珠洲

32

82

89

117

118119

120

121 122 123

124

125

128

129

130

131

139

140

135

163

148

136

152

157

154

141

142

153

137

127

138

143

147

161

162

159

149

165

158

160

144

150

151

13/6/8
逸出

155

参 考 資 料

178 177

170

171

173

174

172

179

175

182

183

184

169

176

168

167

185

18

186

187

188

189

190

191

192

195

198

200

201

202

ビタミン欠乏
のため収容
→12回放鳥

中国返還予定個体 第１回放鳥個体 第９回放鳥個体 第17回放鳥個体

中国返還済み個体 第２回放鳥個体 第10回放鳥個体 第18回放鳥個体

繁殖ペアとなった個体 第３回放鳥個体 第11回放鳥個体 第19回放鳥個体

過去繁殖ペアだった個体 第４回放鳥個体 第12回放鳥個体

ペアを解消し、新規繁殖ペアとなった個体 第5回放鳥個体 第13回放鳥個体

死亡/6ヵ月以上未確認(放鳥個体) 第6回放鳥個体 第14回放鳥個体

自然孵化・育雛個体 第7回放鳥個体 第15回放鳥個体

第８回放鳥個体 第16回放鳥個体

多摩動物公園で飼育

123♀

123♂

123♀
佐渡市トキふれあいプラザで飼育

長岡市トキ分散飼育センターで飼育

123♀

123♂

123♂

123♂

123♂

123♂

123♂

123♂

123♀

123♀ 123♂

出雲市トキ分散飼育センターで飼育

いしかわ動物園で飼育
123♀

123♀

123♂

123♀

自然育雛個体
123♂

123♀

123♂

123♂

123♂

123♂

123♂
野生復帰ステーションで飼育

123♂

123♀

凡　　例

123♂

123♂

123♂

123♂

123♂

123♂

AA系統

AQ系統

トキの系統図（概略図）

友友 洋洋

美美 優優 Ａ系統

Ｂ系統

54A

82B

ほとんどの
放鳥個体

溢水

華陽

Ｒ系統

Ｑ系統

2010ペア解消

226R

2011ペア解消

2011新規ペア

橙枠：中国から来たトキ
緑枠：主として繁殖用のトキ
黒枠：主として放鳥用のトキ
赤字：メス 青字：オス

1999来日 1999来日

87A
2012新規ペア

2007来日

2007来日2000来日

８羽放鳥

AH系統
2012ペア解消

260B

AA系統

AQ系統

2013新規ペア

ﾖｳ ﾖｳ ﾔﾝ ﾔﾝ

ﾕｳ ﾕｳﾒｲ ﾒｲ

ｲｰ ｼｭｲ

ﾎﾜ ﾔﾝ

228

204

205

206

211

214

215

216

220

221

222 223

224

225

227

231232233234

235

236

254

注１:放鳥トキについて、図では表示していないが、９羽が行方不明扱いとなっている。

257

258

259

268

245

246

269

243

260

261

262

276

241

242

244

247 250

251 239

80

279

280

282

293 292

294

296

297

298

301

302

314

315

317 318

319

322

323

325

336

337

338

339

340

341

349

注２:飼育下トキについて、成鳥には楼楼・関関、および保護収容個体671が含まれる。



2007年

2009年

2010年

2011年

2012年

2013年

2014年

2015年

2016年

2017年

2018年

2000年

2001年

2003年

1999年

2002年

2004年

2005年

2006年

2008年

ふ化せず

708

703

706

712

677

688

ふ化せず

700 698

693

686 680 ♀
386/
AA

♂
497/

B

675 705

625♀

629

614♂

ペア解消

621 651♀ 662

618 ふ化せず 635♂ 638 632 626♂ ふ化せず 646♂ ふ化せず 643

615♂

652♂

ペア解消

620 ふ化せず616♂

617

642♂

653♂

538♀ 560♂

566♀

553♂

551♀ 549♀542♂ 536♂

619♂ 636♂ 650♂

624♀ ふ化せず

509♀

♀
286/

Z

505♂

ペア解消 AYペアふ化せず 517♀ 528♀ ふ化せず

AFペア AGペア

♂
144/

A

♀
195/

B

♂
212/

A

♀
193/

R

339♀ 334♀

337♂ 333♂

349♀

350♂

348♂

♂
265/

R
♀

54/A
♂

35/B
♀

241/
Y

♂
71/
B

♀
241/

Y

♂
178/

B

♀
269/

Q

♂
219/

B

♀
288/

Z

♂
62/
B

♀
286/

Z

AOペアAIペア AJペア AKペア ALペア AMペア ANペア

♂
245/

Q

♀
258/

R

ふ化せず 374♀ ふ化せず357♀ 382♂ ふ化せず ふ化せず ふ化せず 411♀

366♀ 393♀

387♂358♀

♂
238/

Y
♀

36/A
♂

283/
Z

AUペアAPペア ARペア ASペア ATペア

ペア解消

♀
139/

B

♀
341/

R

♂
302/
W

♀
290/

Y

♂
316/

Y

♀
345/

R

♂
333/
AG

ふ化せず 455♀ 466♀ 436♀432♀ 416♂ 462♂ 468♀ 469♀ 434♂414♀ 418♂

ペア解消

AXペア

430♀

415♀ 423♀ 420♂ 464♂ 437♂ AWペア

429♂ 440♀

442♂ 446♀ ♂
322/

R

♀
401/

Y

485♀

472♂ 499♂ 527♂ 480♀ ふ化せず 478♀473♂ 481♀

503♂ 479♂ 521♂

♂
382/
AG

♀
286/

Z

512♀ 524♀

506♂ 494♂ 522

585♂

535♀

550♀554♂ 558♀ 532♀

533♂

540♀

561♂

562♀

564♀

ふ化せず ふ化せず ふ化せず

ペア解消 ペア解消 ペア解消

ふ化せず

♂
410/
AA

♀
247/

B

587605 584♀

537♀ 559♂

♀
378/
AA

♂
380/

Y
♀

53/A

604♀ 586 570♂

519♀

491♀

476♀ 483♂ ♂
387/
AG

534♀

665♂

♀
190/

B

♂
283/

Z

567♂

BBペア BCペア BDペア

576♀

572♀

557♀ BEペア

501♂ 487♂ 518♂ 474♀

♂
212/

A

577

608♀ 602♂

♂
368/

Y

ふ化せず

575593

BHペア

♂
422/
AH

♀
163/

B

594

611♂

♂
394/

B

♀
129/

A

ペア解消 ふ化せず

580♂

583♀

新新
♂

20/A

♀
115/

B

♀
193/

R

606

BJペア

♀
386/
AA

BGペア597 ふ化せず

578♂

ふ化せず

BFペア

ふ化せず

優優
♂

19/A

591579599♂590574♂ 573♀

BKペアふ化せず

639♀

628♀ 661

660

663♀

640♀

644♂

♂
389
/Y

BMペア BNペア BOペア

♀
565/
BA

♂
545/
BA

♀
454/

B

613♂

571

612

581♂

BLペア

優優
♂

19/A

♀
486
/Y

♂
408/
AA

♀
297/

B

622

681

637♂

631♀

673 701 ふ化せず ふ化せず 710 707 ふ化せず 697 ふ化せず 672

ペア解消 ペア解消ペア解消ペア解消

695

713

685

714

715

BTペア

709 674 684

ペア解消

BUペア

♂
510/
AA

♀
608 /
AT

♂
596/
BI

♀
598/
BA

BPペア BQペア BRペア BSペア

新新
♂

20/A

♀
604/
AM

♂
493/

Y

694 ふ化せず ふ化せず ふ化せず 676

♀
269/

Q

♂
502/

Y

♀
345/

R

132

134

145

146

156

180

181

193

194

196

197

199

203

村上 210

228

207208

209

212

213

217

218

219

223

13回放鳥
Ｙ系列と同じ個体

226

229

230

237

238240

277

271

253

267

275

270

272

248

249

274

265

266

263

264

273

260

15回放鳥
Ｙ系列と同じ個体

262

15回放鳥

252

255

256

286

288 287

283

278

281

289

291

295

284

285

290

299

300

303

304

305

306

307

308

309

310

311

312

313

263320

321

324

326

327

328

329

330 331

335

333

334

342

343

344

345

346

347

348
350

351

352

353

354



2007年

2009年

2010年

2011年

2012年

2013年

2014年

2015年

2016年

2017年

2018年

2000年

2001年

2003年

1999年

2002年

2004年

2005年

2006年

2008年

ハ ペア

♂
121/

I

♀
112/

D

177♀

174♀

計画外ホペア 計画外へペア

♂
59/
C

♀
76/
E

♂
208/

G

♀
216/

K

ふ化せずふ化せず

計画外トペア

♂
296/

N

♀
235/

P

ふ化せず ふ化せず ふ化せず

ＡＶペア 兄妹ペア

野外ペア

ペア解消

♂
35/
Ｂ

♀
235/

P

♂
152/
Ｋ

♀
201/
Ｋペア解消 ペア解消

ふ化せず 424♂

427♀

425♂

426♂

ペア解消

81 66

31



2011年

（H23）

2012年

（H24）

2013年

（H25）

2014年

（H26）

2015年

（H27）

2016年

（H28）

2017年

（H29）

2018年

（H30）

B46

♂
203/
Ｍ

♀
294/
Ｎ

♂
234/

P
♀

野生

足環なし 足環なし

♂
525/

F

♀
373/

U

足環なし 足環なし

生存数　合計182羽  足環なし(H24～30年生まれ計)84羽　 (H25生)4羽 (H26生)10羽 (H27生)6羽 (H28生)20羽 (H29生)31羽(H30生)27羽

♀
200/
Ｎ

♂
159/
Ｍ

♀
170/

P

足環なし

♂
146/
Ｆ

足環なし 足環なし 足環なし

足環なし 足環なし

兄妹ペア

♂
184/
Ｎ

♀
149/
Ｅ

♂
152/
Ｋ

♀
201/
Ｋ

♂
230/
Ｍ

♀
268/
Ｅペア解消

Ａ01♀424♂ Ａ02♂ Ａ05♀ 足環なし

兄妹ペア足環なし425♂ Ａ03♀ Ａ06♂ 足環なし

426♂ Ａ04♀ 足環なし

♂
131/

E

427♀ ♂
足環
なし

♀
268/
Ｅ

♂
230/
Ｍ

♀
足環
なし

♂
196/

K

A11♀ 足環なし 足環なし 足環なし A18♂ A21♀

♀
336/

F

足環なし A15♂ 足環なし A13♂ A08♂ A07 足環なし 足環なし

♀
199/

M

♂
204/

M

♀
280/

T

♂
121/

I

♀
169/

P

♂
323/

T

♀
110/

G

♂
足環
なし

♀
300/

N

♂
148/

F

♀
128/

E
F

♂
223/

M

♀
349/
AF

♂
218/

K

♀
334/
AG

足環なし ペア解消 ♂
276/

T

♀
334/
AG

足環なし 足環なし

A22♂ 姉弟ペア

足環なし A17♀ 足環なし A10♀ 足環なし 足環なし A20♂

足環なし A12♂ 足環なし 足環なし A19♂足環なし A16♂ A14♀ A09♂ 足環なし 足環なし

♂
326/

N

♀
373/

U

♂
足環
なし

♀
407/

Y

Ａ26♀ 姉弟ペア A28♂ 足環なし A24♀ A32♂

♂
207/

M

♀
282/
W

♂
251/

M

♀

264 /
M

♂
318/

T

♀
373/

U

A23♀

♂
367/

F

♀

264 /
M

A30♂ 足環なし ♂
274/

U

♀
336/

F

A27♀ A29♂ 足環なし A25♂ 足環なし 足環なし

足環なし 足環なし 足環なし 足環なし 足環なし 足環なし

A42♂

Ａ31♂ ペア解消 ペア解消 ペア解消 ペア解消

♂
208/

G

♀
足環
なし

♂
367/

F

♀
393/
AG

♂
391/

M

♀
244/

I

♂
251/

M

♀
216/

K

♂
234/

P

♀
431/

T

足環なし 足環なし A39♂ A50♂ 足環なし 足環なし A35♂

足環なし A58♀ A61♀ 足環なし 足環なしA60♂ 足環なし A34♂ 足環なし 足環なし A46♂足環なし 足環なし A38♂ A49♀ 足環なし

A40♂ A51♀ 足環なし 足環なし A36♀ A48♂ 足環なし

A47♀ 足環なし A59♂ A62♀ 足環なし

♂
足環
なし

♀
431/

Tペア解消 A41♂ A52♂ A37♀ ペア解消 ペア解消

足環なし

B32 足環なし 足環なし 足環なし 足環なし B01

足環なし 足環なし B03 B39

足環なし 足環なし B37

足環なし ペア解消

足環なし 足環なし 足環なし 足環なし B14 足環なし 足環なし

足環なし 足環なしB09 足環なし 足環なし 足環なし B13 足環なし B33 足環なし 足環なし

♂
131/

E

♀
足環
なし

B66 B44

足環なし 足環なし B12 足環なしB08 足環なし

B02 足環なし B38

足環なし B15 足環なし ペア解消 ペア解消

♂
148/

F

♀
328 /

T

足環なし

B60

B61B45

B57

B58

B59

足環なし 足環なし

足環なし

足環なし

♂
214/

S

♀
282/
W

B64

B65

ペア解消

足環なし

足環なし

B41

B42

ペア解消

足環なし

B43

足環なし

足環なし

足環なし

足環なし

B63

足環なし

足環なし

足環なし

足環なし

23 2648 5367 80

81 66 74 96 33 38

91 156 11 03 NR 127 50 21 72 153 68 78 08 25 162 163

きょうだいペアから生まれたヒナ
収容個体 ４羽

74 NR 86 134

参 考 資 料

161 14998 156 201NR

注１：個体の特定ができないため図では死亡の表示になっていないが、H24～30生まれ足環なし個体121羽のうち、５羽が死亡しており、96羽が生存扱いとなっ

ている。

106 182 136 NR 177 19967 95 179 120

NR 96

110 163

71 79 18314395107

107 154

NR 182

注２：足環のないトキについては個体を特定できていないが、足環を装着したトキと繁殖した場合、便宜上、同一のペアとして示している。

11 NR 50 114 90 79 106 A62183221



2011年

（H23）

2012年

（H24）

2013年

（H25）

2014年

（H26）

2015年

（H27）

2016年

（H28）

2017年

（H29）

2018年

（H30）

♂
足環
なし

♀
野生

♂
足環
なし

♀
足環
なし

♂
足環
なし

♀
372/

F

♂
足環
なし

♀
412/

I

♂
足環
なし

♀
野生

♂
388/
AE

♀
356/

P
♂

野生
♀

野生
♂

野生
♀

野生

足環なし A43♂ 姉弟ペアA33♀ 足環なし 足環なし A57♂ A55♂ A53♂

♀
足環
なし

♂
420/
AK

♀
野生

♂
足環
なし

♀
足環
なし

♂
野生

♀
523/

F
♂

野生

♀
475/

T
♂

482/
T

♀
371/

I

♀
足環
なし

A54♀ 足環なし A44♀A56♀

♂
375/
AE

♂
野生

♀
野生

♂
325/

M

♀
244/

I

♂
433/

T
♀

野生

A45♀
♂

野生

♀
372/

F

♂
足環
なし

足環なし 足環なしB34B40 足環なし B16足環なしB21

♀
284/

I

♂
320/

I
♂

野生

♀
足環
なし

♂
足環
なし

♀
野生

♂
野生

♀
300/

N

♂
218/

K

♀
430/
AG

♂
194/

N
♀

231/
M

足環なしB27足環なし B04 足環なし B10B20足環なし 足環なしB23 B28B19 足環なし

B06

B17足環なしB22 足環なしB35足環なし B11足環なしB05足環なし足環なしB24

足環なし 足環なし

足環なし

足環なし

足環なし

足環なし

ペア解消 ペア解消

B29 足環なし 足環なし

♀
469
/AN

B52

B53

B54

♂
465
/P

足環なし

足環なし

足環なし

足環なし

足環なし

足環なし

足環なし

足環なし

足環なし

B25

B26

♂
220
/U

♀
406
/N

B55

B56

♂
188
/P

♀
野生

足環なし

B18B36B30

B07B31

足環なし

足環なし

足環なし

♀
足環
なし

B62

♂
487
/AG

足環なし

足環なし

♂
416
/AK

♀
476
/AO

足環なし

♂
434
/AP

♀
481
/AG

B47

B48

B49

♂
足環
なし

♀
野生

B67

B68

♀
450
/Z

B50

B51

♂
504
/I

♀
446
/AU

足環なし

足環なし

足環なし

♂
足環
なし

205 192 A02 A01 A13 A04 NR 148 NR 227 NR A14 NR A21 NR NR

172 NR A09 239 A19 22085 93 NR NR91 181 NR NR209 A26211 A04 A28 NR NRA10A22 127A13 A11 170 157 254 224

死亡

１２３♀

生存（推定）

凡　　例

１２３♂

A18 148204 120

84 A24 92 200 212 237 250 NR 255 232 257 230 NR 240 NR A47207 266


